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こ
の
ほ
ど
、
米
国
の
研
究

機
関
が
世
界
的
に
行

っ
た
ア

　

こ

ン
ケ
ー
ト
の
、
中
国
に
お
け

　

し

廣
臨
課
い
務
秩
緊
帥
琥
炉
鑑

　

鋼

特
に
二
〇
〇
八
年
に
比
べ
　
一　
つ
一

て
、
汚
機
に
対
す
る
不
満
は

曖

．

Ｈ
％
も
鸞
え
、
食
品
不
安
を
　

いヽ
フ

応
に
取
り
組
ん
で
い
れ
ば
…

と
い
う
思
い
が
よ
ぎ
る
。

一
方
で
興
味
深
い
の
は
、

中

米

薩

園

の
関

係

に

つ
い

て
、

「
協
力
関
係
」
と
答
え

た
人
が

二
年
前
の
半
分
で
あ

る
船
％
に
減
り
、
逆
に

「
敵

対
関
係
」
と
答
え
た
人
が
１８

習
層
の
２６
％
に
達
し
た
。
だ

が
、
そ
れ
で
も
過
半
数
の
人

た
ち
が

「米
饉
の
民
主
観
は

好
き
」
と
答
え
た
と
い
う
。

こ
の
調
査
は
醸
中
関
係
に

も
触
れ
、
両
国
が

「
敵
対
調

係
に
あ
る
」
と
答
え
た
人
が

４‐
％
、

「
協
力
関
係
」
は
”

％
だ

っ
た
。

同
調
査
の
関
係
者
に
よ
る

と
、
米
国
に
好
感
を
持

っ
て

い
る
の
は
都
市
で
暮
ら
す
高

収
入
、
高
学
歴
の
人
た
ち
だ

と
い
う
。
文
化
、
民
主
、
科

学
、

技

術
、

ビ

ジ

ネ

ス

な

ど
、
米
国
に
触
れ
る
際
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
話
題
が
飛
び
出

し
、
そ
れ
ら
が
彼
ら
を
ひ
き

つ
け
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。

さ
て
、
日
本
な
ら
そ
の
話

艤
は

一
体
な
ん
だ
ろ
う
？

（北
京
在
住
フ
リ
ー
ラ
イ

タ
ー
）

「日中市民共同声明」を呼びかけた

てい  ねい

丁 寧 さん0わ
ひと

日
本
で
は
暴
徒
化
し
た
反
日
デ
モ
の

映
像
が
繰
り
返
し
流
さ
れ
、
中
闘
メ
デ

ィ
ア
は

一
方
的
に
目
本
を
機
鶏
す
る
。

「
お
互
い
全
体
像
が
見
え
な
い
ま
ま

傷
つ
け
合

っ
て
い
る
』
。
尖
闇
諸
島
を

め
ぐ
る
日
中
の
対
立
激
化
と
市
民
感
情

悪
化
に
、
強
い
危
機
感
を
持

っ
た
。

そ
れ
が
暴
力
に
反
対
し
、
交
流
の
深

化
を
呼
び
か
け
る

「
間
申
市
民
共
同
声

明
」
を
ま
と
め
る
原
動
力
に
な

っ
た
。

中
国

・
藩
陽
鶏
斃
。
地
元
の
エ
リ
ー

ト
養
成
校

、
東
北
育
才
学
校
に
進
む

際
、

「
英
語
と
日
本
語
を
簡
方
学

べ

る
」
と
類
本
語

コ
ー
ス
を
選
ん
だ
。

自
然
に
日
本
留
学
を
意
し
、
１
９
９

８
年
に
来
爾
。
東
京
大
単
に
進
ん
だ
。

米
醸
の
大
学
院

へ
の
進
攣
を
考
え
て

い
た
が
、
２
０
０
１
年
、
大
き
な
転
機

が
訪
れ
る
。
米
同
時
多
発
テ
ロ
だ
。

反
戦
集
会
に
顔
を
出
し
、
ア
フ
ガ

ニ

ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
、
米
国
な
ど
の
学
生

を
日
本
に
饉
き
、
対
話
す
る
活
動
を
立

ち
上
げ
た
。
紛
争
地
域
の
生
の
声
を
聞

き
、
恐
怖
を
身
近
に
感
じ
た
。
対
立
を

な
く
す
に
は
相
手
を
知
る
こ
と
が

一
番

大
事
、
と
の
思
い
は
今
に
通
じ
る
。

結
局
、
東
大
大
学
院
に
進
み
、
そ
の

後
も
爾
本
に
と
ど
ま

っ
て
日
中
の
文
化

交
流
な
ど
に
携
わ

っ
て
き
た
。
政
治
家

や
学
者
か
ら
学
生
ま
で
、
日
本
人
、
中

国
人
間
わ
ず
人
脈
は
幅
広
い
。

「今
必
要
な
の
は
、
日
中
が
落
ち
鐵

い
て
議
論

で
き
る
環
境
だ
」
と
考
え

る
。
交
流
サ
イ
ト

「
フ

ェ
イ
ス
ブ

ッ

ク
」
に
載
せ
た
声
明

へ
の
賛
同
者
を
両

国
で
広
げ
る
こ
と
が
、
そ
の
環
境
作
り

に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る
。
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